
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
ト
ー
ク
ン
の

一
気
通
貫
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
を
構
築

事
業
の
全
体
像
と

一
気
通
貫
モ
デ
ル
の
必
然
性

─
─
デ
ジ
タ
ル
証
券
は
ど
の
よ
う
な

事
業
を
行
っ
て
い
る
の
か

　

当
社
は
「
ｒ
ｅ
ｎ
ｇ
ａ
（
レ
ン

ガ
）」
の
ブ
ラ
ン
ド
で
、
Ｓ
Ｔ
を
活

用
し
た
フ
ァ
ン
ド
の
組
成
・
運
用
か

ら
Ｓ
Ｔ
の
販
売
、
セ
カ
ン
ダ
リ
ー
取

引
（
２
次
流
通
）
ま
で
含
め
て
一
気

通
貫
で
提
供
す
る
。
個
人
投
資
家
や

機
関
投
資
家
は
、
こ
れ
ら
を
当
社
の

子
会
社
で
あ
る
オ
ー
ナ
ー
シ
ッ
プ
社

が
開
発
・
運
営
す
る
取
引
プ
ラ
ッ
ト

フ
ォ
ー
ム
上
で
行
え
る
。
現
在
、
居

住
用
マ
ン
シ
ョ
ン
を
原
資
産
と
す
る

Ｓ
Ｔ
の
公
募
を
行
っ
て
お
り
、
今
後
、

太
陽
光
発
電
設
備
や
航
空
機
、
船
舶
、

社
債
な
ど
を
原
資
産
と
し
た
Ｓ
Ｔ
を

予
定
し
て
い
る
。
他
社
が
組
成
・
運

用
す
る
フ
ァ
ン
ド
も
、
将
来
的
に
こ

の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
上
で
販
売
、

セ
カ
ン
ダ
リ
ー
取
引
を
行
え
る
よ
う

に
し
て
い
く
。

　

特
徴
は
大
き
く
三
つ
あ
る
。
一
つ

目
は
換
金
性
だ
。
個
人
投
資
家
同
士

が
Ｓ
Ｔ
を
、
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
上

で
直
接
売
買
で
き
る
。
フ
ァ
ン
ド
持

ち
分
な
ど
の
有
価
証
券
は
従
来
、
投

資
家
同
士
の
売
買
を
予
定
し
て
い
な

か
っ
た
が
、
こ
れ
を
ト
ー
ク
ン
化
し
、

個
人
投
資
家
間
で
セ
カ
ン
ダ
リ
ー
取

引
を
で
き
る
よ
う
に
し
た
。
従
来
の

有
価
証
券
の
売
買
の
よ
う
に
取
引
所

や
証
券
会
社
を
介
さ
ず
、
価
格
は
直

近
の
鑑
定
価
格
か
ら
設
定
さ
れ
た
一

本
値
と
な
る
。
こ
の
マ
ー
ケ
ッ
ト
プ

レ
イ
ス
の
仕
組
み
は
国
内
初
だ
。

　

二
つ
目
は
小
口
化
だ
。
機
関
投
資

家
の
投
資
対
象
で
あ
る
大
型
不
動
産

や
イ
ン
フ
ラ
を
裏
付
け
資
産
と
し
た

フ
ァ
ン
ド
商
品
を
小
口
化
し
、
商
品

に
よ
る
が
１
口
10
万
円
か
ら
売
買
で

き
る
よ
う
に
す
る
。

　

三
つ
目
は
、
非
金
銭
的
リ
タ
ー
ン

だ
。
ホ
テ
ル
宿
泊
券
や
航
空
機
搭
乗

券
な
ど
投
資
家
の
保
有
Ｓ
Ｔ
に
ひ
も

付
い
た
優
待
券
を
付
与
す
る
。

　

大
手
証
券
会
社
は
直
接
こ
の
Ｓ
Ｔ

分
野
に
取
り
組
ん
で
い
な
い
。
最
大

の
理
由
は
利
益
相
反
と
、
金
融
ラ
イ

Ｓ
Ｂ
Ｉ
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
や
常
陽
銀
行
の
フ
ァ
ン
ド
、
三
菱
商
事
な
ど
が
出
資
す
る
デ
ジ
タ
ル
証
券
は
、
ブ
ロ
ッ
ク
チ
ェ

ー
ン
技
術
等
を
用
い
て
ト
ー
ク
ン
化
し
た
有
価
証
券
「
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
ト
ー
ク
ン
」（
Ｓ
Ｔ
）
の
個
人
売
買
プ
ラ
ッ
ト
フ

ォ
ー
ム
を
始
動
さ
せ
る
。
Ｓ
Ｔ
の
発
行
市
場
は
ま
だ
累
計
約
２
６
０
０
億
円
規
模
と
、
他
の
有
価
証
券
の
市
場
と
比
べ
て
小

さ
い
が
、
商
機
は
ど
こ
に
あ
る
の
か
。
山
本
浩
平
代
表
に
、
同
社
の
戦
略
や
Ｓ
Ｔ
市
場
の
展
望
を
聞
い
た
。

（
編
集
部
）
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セ
ン
ス
（
第
一
種
・
第
二
種
金
融
商

品
取
引
業
、
投
資
運
用
業
）
登
録
の

手
間
に
あ
る
。
大
手
証
券
は
商
品
販

売
力
を
有
す
る
が
、
同
時
に
商
品
を

組
成
す
る
ア
セ
ッ
ト
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

機
能
ま
で
内
包
す
る
と
、
投
資
家
保

護
上
の
厳
格
な
観
点
か
ら
利
益
相
反

の
懸
念
が
大
き
く
な
る
。
結
果
と
し

て
、
販
売
に
専
念
し
、
組
成
を
外
部

に
委
ね
る
分
業
が
実
務
的
な
解
と
な

り
や
す
い
。

　

ま
た
、
大
手
証
券
は
既
存
の
巨
大

ビ
ジ
ネ
ス
を
抱
え
る
中
で
、
Ｓ
Ｔ
領

域
に
特
化
す
る
「
覚
悟
」
を
持
っ
て

制
度
・
シ
ス
テ
ム
の
泥
臭
い
整
備
ま

で
自
前
で
進
め
る
優
先
度
が
高
く
な

い
。
組
成
側
の
独
立
系
運
用
会
社
で

も
、
証
券
ラ
イ
セ
ン
ス
を
取
得
し
て

垂
直
統
合
を
図
ろ
う
と
す
る
と
、
既

存
ビ
ジ
ネ
ス
と
の
利
益
相
反
が
論
点

化
し
、
ハ
ー
ド
ル
が
生
じ
や
す
い
。

　

さ
ら
に
大
手
証
券
は
基
幹
シ
ス
テ

ム
が
巨
大
で
、
部
分
的
な
改
修
で
も

コ
ス
ト
イ
ン
パ
ク
ト
が
極
め
て
大
き

い
。
既
存
の
証
券
基
幹
を
Ｓ
Ｔ
に
対

応
で
き
る
よ
う
に
カ
ス
タ
マ
イ
ズ
す

る
の
は
「
大
規
模
駅
の
線
路
付
け
替

え
工
事
」
の
よ
う
な
難
易
度
で
、
限

定
的
な
追
加
要
件
で
も
莫
大
な
投
資

に
な
り
が
ち
だ
。

　

一
方
、
当
社
の
よ
う
な
ス
タ
ー
ト

ア
ッ
プ
は
、
新
た
に
Ｓ
Ｔ
前
提
で
シ

ス
テ
ム
を
構
築
で
き
る
た
め
、
要
件

適
合
や
ス
ピ
ー
ド
で
有
利
に
あ
る
。

金
融
商
品
取
引
法
・
監
督
指
針
対
応

や
技
術
基
準
の
ク
リ
ア
な
ど
複
層
的

要
素
を
同
時
進
行
で
束
ね
る
デ
ィ
レ

ク
シ
ョ
ン
能
力
や
内
製
化
す
る
力
も

問
わ
れ
る
。

投
資
家
の
利
益
を

毀
損
し
な
い
商
品
を
提
供

─
─
ラ
イ
セ
ン
ス
取
得
や
サ
ー
ビ
ス

実
現
で
苦
労
し
た
点
は
何
か

　

２
０
２
０
年
11
月
の
創
業
か
ら
４

年
６
カ
月
で
、
第
一
種
・
第
二
種
金

商
業
と
投
資
運
用
業
の
登
録
を
完
了

し
た
。
難
所
は
、
自
己
資
本
規
制
比

率
な
ど
形
式
的
要
件
に
加
え
、
継
続

企
業
と
し
て
の
収
益
見
通
し
、
黒
字

化
の
蓋
然
性
が
強
く
問
わ
れ
る
点
だ

っ
た
。
準
備
会
社
は
本
格
的
な
金
商

業
を
営
め
な
い
一
方
で
、
黒
字
化
を

求
め
ら
れ
る
。
こ
れ
は
新
規
参
入
企

業
に
と
っ
て
大
き
な
ジ
レ
ン
マ
だ
。

当
社
は
法
令
で
認
め
ら
れ
た
「
適
格

機
関
投
資
家
向
け
の
特
例
業
務
」
の

枠
組
み
を
、
金
融
庁
と
十
分
な
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
重
ね
て
適
切
に

活
用
し
、
プ
ロ
向
け
不
動
産
フ
ァ
ン

ド
を
４
号
ま
で
組
成
し
て
き
た
。
事

デ
ジ
タ
ル
証
券
　
代
表

山
本
浩
平
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業
性
の
検
証
と
黒
字
化
の
道
筋
を
示

す
こ
と
で
、
ラ
イ
セ
ン
ス
審
査
に
堪

え
る
実
績
と
説
明
責
任
を
整
え
た
。

　

国
内
初
の
マ
ー
ケ
ッ
ト
プ
レ
イ
ス

実
現
は
、
当
社
の
シ
ス
テ
ム
子
会
社

で
あ
る
オ
ー
ナ
ー
シ
ッ
プ
社
が
、
規

制
の
サ
ン
ド
ボ
ッ
ク
ス
の
認
定
と
、

産
業
競
争
力
強
化
法
に
基
づ
く
債
権

譲
渡
の
通
知
等
に
関
す
る
特
例
に
係

る
新
事
業
活
動
計
画
の
認
定
を
取
得

し
た
こ
と
で
可
能
と
な
っ
て
い
る
。

　

フ
ァ
ン
ド
の
組
成
は
、
従
来
の
不

動
産
Ｓ
Ｔ
で
多
く
見
ら
れ
る
特
定
受

益
証
券
発
行
信
託
ス
キ
ー
ム
で
は
な

く
、
よ
り
低
コ
ス
ト
で
運
営
で
き
る

匿
名
組
合
出
資
持
ち
分
（
Ｇ
Ｋ

－
Ｔ

Ｋ
）
の
ス
キ
ー
ム
で
行
う
。
た
だ
し
、

ブ
ロ
ッ
ク
チ
ェ
ー
ン
上
で
Ｓ
Ｔ
を
投

資
家
間
で
移
転
で
き
て
も
、
匿
名
組

合
出
資
持
ち
分
を
譲
渡
す
る
と
譲
渡

の
効
力
を
第
三
者
に
対
抗
す
る
た
め

の
内
容
証
明
を
送
っ
た
り
、
公
証
役

場
で
確
定
日
付
を
取
得
し
た
り
す
る

必
要
が
あ
り
、
取
引
の
「
デ
ジ
タ
ル

完
結
」
が
で
き
な
か
っ
た
。
そ
の
た

め
産
競
法
の
債
権
譲
渡
特
例
を
利
用

す
る
こ
と
で
、
民
法
上
の
第
三
者
対

抗
要
件
を
具
備
し
デ
ジ
タ
ル
完
結
で

き
る
よ
う
に
し
た
。

　

マ
ー
ケ
ッ
ト
プ
レ
イ
ス
は
関
連
の

特
許
を
取
得
し
た
当
社
独
自
の
シ
ス

テ
ム
で
運
営
さ
れ
る
。
私
設
取
引
所

（
Ｐ
Ｔ
Ｓ
）
に
該
当
し
な
い
こ
と
も
、

金
融
庁
に
確
認
済
み
だ
。

─
─
Ｓ
Ｔ
の
発
行
額
は
24
年
に
６
４

８
億
円
で
、
前
年
比
16
％
増
に
と
ど

ま
っ
た
。
発
行
額
が
伸
び
悩
ん
だ
要

因
は
何
か

　

有
価
証
券
の
ト
ー
ク
ン
化
は
本
来
、

投
資
家
の
最
終
リ
タ
ー
ン
（
期
待
利

回
り
）
を
押
し
上
げ
る
方
向
で
機
能

す
べ
き
だ
。
し
か
し
初
期
に
発
行
さ

れ
た
国
内
Ｓ
Ｔ
で
は
、
不
動
産
信
託

受
益
権
な
ど
を
原
資
産
と
す
る
Ｓ
Ｔ

な
ど
で
受
益
証
券
発
行
信
託
を
用
い

る
構
成
が
一
般
化
し
た
。
そ
の
た
め

信
託
関
連
費
用
が
か
さ
み
、
投
資
家

利
回
り
が
従
来
の
不
動
産
私
募
フ
ァ

ン
ド
等
に
比
べ
て
極
端
に
低
下
す
る

事
例
も
生
じ
て
い
る
。
こ
れ
で
は

「
ト
ー
ク
ン
化
で
コ
ス
ト
削
減
と
な

っ
た
は
ず
な
の
に
、
利
回
り
が
落
ち

る
」
こ
と
に
等
し
い
。
需
要
が
広
が

ら
な
い
の
は
自
然
だ
。

　

当
社
は
ラ
イ
セ
ン
ス
取
得
後
、
コ

ス
ト
・
リ
タ
ー
ン
の
最
適
点
に
沿
っ

て
ス
キ
ー
ム
選
択
を
柔
軟
に
行
い
、

投
資
家
利
回
り
を
毀
損
し
な
い
商
品

設
計
を
徹
底
す
る
。
わ
れ
わ
れ
に
求

め
ら
れ
て
い
る
の
は
、
Ｓ
Ｔ
と
い
う

新
し
い
道
具
で
、
従
来
の
商
品
よ
り

も
最
終
リ
タ
ー
ン
を
押
し
上
げ
る
商

品
を
提
供
す
る
こ
と
だ
ろ
う
。

　

個
人
投
資
家
向
け
１
号
案
件
は
、

東
京
・
北
品
川
の
居
住
用
マ
ン
シ
ョ

ン
の
賃
貸
収
入
を
原
資
と
す
る
Ｓ
Ｔ

で
、
９
月
に
募
集
を
開
始
し
た
。
想

定
利
回
り
は
年
利
５
・
５
％
で
、
運

用
期
間
５
年
、
購
入
金
額
は
50
万
円

か
ら
（
１
口
10
万
円
、
５
口
以
上
）

と
い
う
商
品
だ
。

　

当
社
の
ポ
リ
シ
ー
は
、「
自
分
た

ち
が
買
い
た
い
と
思
え
る
商
品
し
か

作
ら
な
い
」
だ
。
調
達
面
で
は
、
地

道
な
情
報
獲
得
活
動
を
重
ね
、
機
関

投
資
家
に
評
価
さ
れ
得
る
ア
セ
ッ
ト

だ
け
を
選
別
す
る
。
そ
う
し
た
機
関

投
資
家
が
購
入
し
た
く
な
る
案
件
を
、

個
人
投
資
家
に
適
切
に
小
口
で
届
け

る
。

　
Ｊ
リ
ー
ト
の
よ
う
に
、
す
で
に
十

分
な
流
動
性
が
あ
る
上
場
商
品
を
取

り
扱
う
こ
と
は
考
え
て
い
な
い
。
む

し
ろ
「
流
動
性
に
課
題
が
あ
る
良
質

な
未
公
開
ア
セ
ッ
ト
」
に
、
デ
ジ
タ

ル
な
ら
で
は
の
小
口
化
と
２
次
流
通

で
流
動
性
を
付
与
す
る
点
に
意
義
が

あ
る
。
個
人
投
資
家
の
ニ
ー
ズ
は
顕

在
化
す
る
前
の
潜
在
需
要
の
段
階
だ

が
、
商
品
が
良
け
れ
ば
受
け
皿
は
広

が
る
と
み
て
い
る
。

目
指
す
の
は
Ｓ
Ｔ
業
界
の

プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
マ
ー

─
─
不
動
産
Ｓ
Ｔ
を
組
成
・
発
行
し

た
い
フ
ァ
ン
ド
が
、
デ
ジ
タ
ル
証
券

を
選
ぶ
メ
リ
ッ
ト
は
ど
こ
か

　

商
品
を
組
成
す
る
フ
ァ
ン
ド
は
、

取
引
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
の
「
シ
ス

テ
ム
利
用
料
」
コ
ス
ト
を
強
く
意
識

す
る
。
当
社
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム

は
子
会
社
オ
ー
ナ
ー
シ
ッ
プ
社
の
シ

ス
テ
ム
で
、
価
格
優
位
性
が
あ
る
。
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た
だ
、
手
数
料
は
競
争
で
逓
減
し
が

ち
だ
。
単
一
の
シ
ス
テ
ム
利
用
料
モ

デ
ル
は
価
格
圧
力
で
収
益
性
が
劣
化

し
や
す
い
。

　

し
か
し
当
社
は
、
組
成
・
運
用
を

行
う
運
用
会
社
、
販
売
を
担
う
証
券

会
社
、
Ｓ
Ｔ
を
管
理
す
る
信
託
銀
行
、

セ
カ
ン
ダ
リ
ー
取
引
の
取
引
所
な
ど

の
機
能
を
１
社
で
行
う
た
め
、
当
社

を
選
ぶ
フ
ァ
ン
ド
に
対
し
て
「
ど
こ

で
対
価
を
い
た
だ
き
、
ど
こ
を
薄
く

す
る
か
」
を
案
件
ご
と
に
設
計
で
き

る
。
こ
れ
に
よ
り
、
シ
ス
テ
ム
利
用

料
だ
け
で
な
い
フ
ァ
ン
ド
側
の
総
コ

ス
ト
を
下
げ
つ
つ
、
投
資
家
リ
タ
ー

ン
を
確
保
で
き
る
。
機
能
が
分
断
さ

れ
た
垂
直
分
業
で
は
多
く
の
ス
テ
ー

ク
ホ
ル
ダ
ー
が
関
与
し
て
手
数
料
が

積
み
上
が
り
や
す
い
が
、
当
社
は
１

社
で
担
う
た
め
低
コ
ス
ト
を
実
現
で

き
る
。

─
─
自
社
発
行
す
る
Ｓ
Ｔ
は
他
の
販

売
会
社
で
も
取
り
扱
う
の
か

　

自
社
直
販
で
の
商
品
拡
大
は
重
要

だ
が
、
ス
ケ
ー
ル
す
る
た
め
に
は
チ

ャ
ネ
ル
拡
張
が
必
要
だ
。
証
券
会
社

や
銀
行
、
デ
ジ
タ
ル
バ
ン
ク
の
ほ
か
、

ウ
ェ
ル
ス
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
手
掛
け

る
会
社
と
連
携
し
、
当
社
の
プ
ロ
ダ

ク
ト
を
各
社
の
ラ
イ
ン
ア
ッ
プ
に
載

せ
て
も
ら
う
考
え
だ
。
当
社
は
プ
ラ

ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
の
中
核
と
し
て
、
良

質
な
ア
セ
ッ
ト
と
個
人
投
資
家
、
機

関
投
資
家
を
結
ぶ
「
流
通
の
要
」
に

な
り
た
い
。

　

た
だ
し
、
他
社
と
の
安
易
な
経
営

統
合
は
志
向
し
な
い
。
利
益
相
反
管

理
や
独
立
性
の
確
保
が
重
要
だ
か
ら

だ
。
一
方
、
戦
略
的
な
資
本
・
業
務

提
携
は
十
分
あ
り
得
る
。
９
月
に
Ｓ

Ｂ
Ｉ
ベ
ン
チ
ャ
ー
ズ
ス
リ
ー
や
三
菱

商
事
、
三
菱
Ｕ
Ｆ
Ｊ
キ
ャ
ピ
タ
ル
か

ら
３
億
円
を
資
金
調
達
し
て
お
り
、

創
業
以
来
で
は
、
常
陽
銀
行
の
コ
ー

ポ
レ
ー
ト
ベ
ン
チ
ャ
ー
キ
ャ
ピ
タ
ル

や
丸
紅
な
ど
か
ら
累
計
12
億
円
を
調

達
し
て
い
る
。
大
手
行
や
大
手
証
券

が
当
社
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
を
活

用
し
て
Ｓ
Ｔ
ビ
ジ
ネ
ス
を
拡
大
す
る

か
た
ち
で
、
深
い
連
携
が
進
む
可
能

性
は
あ
る
。

　

当
社
の
一
気
通
貫
機
能
を
使
え
ば
、

各
社
は
自
前
で
す
べ
て
を
抱
え
る
こ

と
な
く
、
高
品
質
な
Ｓ
Ｔ
商
品
を
顧

客
に
届
け
ら
れ
る
。
そ
の
意
味
で
当

社
は
「
Ｓ
Ｔ
業
界
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ

ー
マ
ー
」
を
目
指
す
。
誰
と
ど
う
組

む
の
が
投
資
家
価
値
の
最
大
化
に
つ

な
が
る
か
を
第
一
に
、
開
か
れ
た
連

携
を
積
極
的
に
進
め
て
い
き
た
い
。

─
─
Ｓ
Ｔ
の
制
度
や
監
督
面
の
課
題

は
何
か

　

個
人
的
な
見
解
だ
が
、
金
融
庁
は

20
年
施
行
の
改
正
金
商
法
で
ト
ー
ク

ン
化
さ
れ
た
有
価
証
券
を
電
子
記
録

移
転
有
価
証
券
表
示
権
利
等
と
規
定

し
て
以
降
、
Ｓ
Ｔ
を
基
本
的
に
「
育

成
対
象
」
と
し
て
い
る
と
理
解
し
て

い
る
。
一
方
、
金
融
庁
の
中
で
も
個

別
審
査
を
担
う
現
場
部
門
は
、
法
令

・
マ
ニ
ュ
ア
ル
準
拠
の
厳
格
運
用
を

使
命
と
し
て
い
る
。
結
果
と
し
て
、

政
策
意
図
と
運
用
実
務
の
間
に
ギ
ャ

ッ
プ
が
生
じ
や
す
い
。

　

こ
う
し
た
現
象
は
新
し
い
産
業
の

初
期
段
階
に
往
々
に
し
て
見
ら
れ
る

が
、
参
入
す
る
企
業
は
抽
象
的
な
理

念
で
な
く
、
各
論
の
手
続
き
や
ガ
バ

ナ
ン
ス
体
制
、
利
益
相
反
管
理
、
投

資
家
保
護
の
実
装
な
ど
を
「
当
局
審

査
の
現
場
で
通
用
す
る
品
質
」
に
落

と
し
込
む
こ
と
が
肝
要
だ
。
た
だ
し
、

普
及
に
資
す
る
見
直
し
は
今
後
も
行

う
余
地
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。
重

要
な
の
は
、
投
資
家
保
護
と
産
業
育

成
の
バ
ラ
ン
ス
を
、
実
務
に
堪
え
得

る
よ
う
擦
り
合
わ
せ
続
け
る
こ
と
だ

ろ
う
。（

聞
き
手
・
本
誌　

村
田
佑
太
）

や
ま
も
と　

こ
う
へ
い

東
京
大
学
法
学
部
卒
、
慶
應
義
塾

大
学
大
学
院
法
務
研
究
科
修
了
。

11
年
司
法
試
験
合
格
後
、
金
融
庁

入
庁
。
総
務
企
画
局
企
画
課
、
同

課
信
用
制
度
参
事
官
室
を
経
て
、

財
務
省
出
向
、
大
臣
官
房
総
合
政

策
課
政
策
調
整
室
。
15
年
金
融
庁

を
退
職
し
、
弁
護
士
登
録
。
中
央

総
合
法
律
事
務
所
を
経
て
、
山
本

浩
平
法
律
事
務
所
設
立
。
Ｋ
ｙ
ａ

ｓ
ｈ
の
Ｃ
Ｌ
Ｏ
を
経
て
、
デ
ジ
タ

ル
証
券
（
前
身
の
準
備
会
社
）
創

業
。
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